
第
二
奮
　
　
拙
　
詳
　
　
窪
美
昌
促
著
大
寳
令
顛
解

大
蒲
令
新
曲
窪
美
昌
保
著

大
正
五
年
七
月
螢
行
　
（
和
装
四
冊
）

　
　
　
　
　
　
高
橋
萬
吹
郎

　
本
書
は
令
の
本
丈
及
び
其
の
本
荘
に
封
し
て
通
俗
的
解

繹
を
加
へ
元
も
の
で
あ
る
。
其
の
膿
裁
は
、
逐
條
先
づ
大

意
を
略
説
し
、
次
に
條
文
中
の
字
句
を
摘
出
し
て
略
解
を

加
へ
、
叉
往
々
墾
考
こ
し
て
雲
上
ご
關
係
あ
る
吏
上
の
平

潟
を
畢
げ
て
あ
る
。
特
に
毎
冊
の
首
に
は
芸
名
及
び
條
文

の
細
謹
を
載
せ
て
索
引
の
便
に
備
へ
、
解
繹
も
亦
大
膿
に

於
て
簡
に
し
て
要
を
得
て
居
る
。

　
本
書
を
旙
讃
す
る
に
當
っ
て
吾
人
の
氣
つ
い
た
圭
な
る

撒
は
、
先
づ
第
一
に
、
著
者
が
現
存
の
今
義
解
中
よ
り
本

文
及
び
評
註
を
抄
出
し
て
所
謂
大
脳
倉
の
還
元
を
試
み
、

残
響
の
而
か
も
零
確
な
る
義
解
の
註
文
を
補
綴
意
謬
し
て

疽
に
本
條
文
に
野
す
る
圭
要
な
る
解
鐸
に
充
て
π
事
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
二
八
　
（
一
二
八
）

る
。
こ
れ
著
者
の
出
せ
る
新
機
軸
こ
し
て
見
る
事
も
出
來

や
う
が
、
此
の
方
法
を
探
回
し
セ
結
果
こ
し
て
、
往
々
本

文
ご
解
繹
こ
の
間
に
拝
格
を
生
じ
、
維
に
は
こ
れ
が
爲
に

本
書
の
解
繹
の
み
に
よ
っ
て
は
條
文
の
意
を
會
得
し
か
ね

る
閥
陥
旧
の
生
じ
・
來
・
る
事
を
も
認
め
な
い
謬
に
は
ゆ
’
か
ぬ
。

軍
防
令
の
第
五
十
五
條
「
凡
防
人
向
レ
防
塁
有
下
家
人
奴
鯉

及
牛
馬
欲
羽
繕
行
「
者
上
里
」
こ
め
る
本
條
文
に
樹
し
て
「
ず

キ
モ
リ
が
九
州
の
防
備
に
行
く
に
家
人
妻
子
奴
娩
及
び
牛

馬
を
携
帯
引
尊
し
て
行
か
ん
ご
欲
せ
ぱ
聴
せ
」
ご
解
鐸
し

て
あ
る
な
ざ
は
、
確
か
に
其
の
三
里
の
一
例
こ
し
な
け
れ

ば
な
ら
蹟
。
家
人
奴
鉾
等
の
随
行
を
聴
す
事
は
、
本
文
に
明

記
し
て
あ
る
け
れ
ざ
も
、
妻
子
に
つ
い
て
は
何
等
の
明
文

も
見
一
2
て
居
ら
澱
。
新
解
に
妻
子
を
加
へ
て
説
く
に
至
っ

た
の
は
、
義
解
の
註
文
に
「
謂
若
欲
レ
將
二
妻
妾
［
亦
須
レ
聴

…
…
」
ご
あ
る
に
糠
っ
元
も
の
で
あ
る
り
而
か
も
新
解
に

は
妻
妾
を
妻
子
ご
改
造
し
て
こ
れ
を
家
人
の
次
に
加
へ
、

本
文
こ
の
拝
格
に
つ
い
て
は
全
く
説
朋
を
平
い
で
居
る
o



蘇

，
第
二
に
は
、
時
代
の
墾
遷
を
辮
へ
す
に
、
漫
然
不
語
の

解
騨
を
施
し
て
居
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
含
の
本
門
に
饗

す
る
解
説
に
、
畦
代
を
異
に
し
て
居
る
義
解
の
註
文
を
直

に
採
用
し
た
不
用
意
か
ら
も
生
じ
π
こ
ご
で
は
あ
る
が
、

中
に
は
そ
れ
ご
違
っ
た
六
合
も
な
い
で
は
な
い
。
把
ご
へ

ば
、
公
式
の
禽
第
三
十
八
條
闘
鞍
懸
下
の
大
上
の
字
解
に
、

命
制
の
大
笠
ご
延
喜
式
規
定
の
大
砒
こ
の
相
違
を
も
考
へ

す
に
「
、
大
獄
は
延
喜
式
の
九
、
十
の
爾
憲
に
依
れ
ば
一
百

九
十
八
筒
所
に
し
て
三
百
四
座
」
ご
註
し
て
あ
る
が
如
き

は
、
全
く
時
代
の
瀬
音
を
無
視
し
π
も
の
こ
い
は
ね
ば
な

ら
ぬ
○
こ
の
種
の
謬
見
は
、
賦
役
命
の
第
三
條
調
庸
條
下

に
特
に
野
荒
ご
標
示
し
て
載
せ
叢
る
綾
訂
令
集
解
に
劃
す

乃
批
評
に
よ
っ
て
も
窺
ふ
事
が
出
來
る
。
こ
の
批
評
に
よ

れ
ば
、
著
者
は
合
集
解
の
古
記
に
引
か
れ
た
古
民
部
省
式

を
延
喜
の
民
部
省
式
ご
同
】
果
し
て
居
る
も
の
こ
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
（
註
参
照
）

第
三
に
は
著
者
が
出
來
得
る
驚
け
通
俗
に
墨
黒
し
や
う

　
　
　
第
ご
巻
　
　
批
評
　
　
窪
美
畠
保
著
大
寳
令
噺
解

こ
の
努
力
か
ら
、
毎
々
現
代
の
事
物
に
借
越
し
て
條
文
を

説
明
し
て
居
る
事
で
あ
る
。
こ
ご
に
官
職
範
つ
い
て
此
の

傾
が
多
い
。
此
の
方
法
は
寧
ろ
本
書
の
特
色
で
も
あ
ら
う

け
れ
ざ
も
、
中
に
は
そ
の
附
會
の
程
度
の
あ
ま
り
に
甚
し

い
も
の
が
少
か
ら
ず
見
ね
る
○
例
へ
ば
職
員
分
の
治
部
省

の
條
下
の
大
小
解
部
の
字
解
に
「
解
部
は
系
圖
訴
訟
の
裁

判
官
に
し
て
、
大
學
の
敷
授
こ
か
、
今
に
し
て
云
へ
ば
諸

役
所
の
技
師
の
如
き
為
の
に
て
、
事
務
家
に
非
す
」
ε
説

さ
ご
、
叉
…
獄
A
”
の
贋
琳
四
十
↓
ハ
條
「
凡
囚
、
臓
園
庭
長
官
、
十
五

日
一
倹
行
、
無
至
要
次
官
倫
行
…
…
」
ご
あ
る
條
文
に

欝
し
て
、
「
京
都
な
ら
ば
京
郡
市
の
市
長
か
助
役
、
地
方
な

　
　
テ
ヤ
み
カ
ソ
　
ジ
カ
ソ

ら
ば
知
事
か
内
務
部
長
の
内
に
て
、
孚
ケ
月
に
一
回
宛
監

獄
を
槍
察
せ
よ
」
ご
事
も
な
げ
に
説
き
去
っ
て
あ
る
が
、

こ
れ
等
の
説
明
は
果
し
て
當
を
得
た
も
の
こ
い
は
れ
や
う

か
。
こ
の
外
馬
寮
を
馬
政
局
、
鴇
團
の
大
毅
を
旋
團
長
に

擬
し
て
居
る
の
類
は
、
全
編
腐
る
庭
に
見
か
け
る
。
叉
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
テ
マ
ン
ツ
ヤ
ウ
シ
タ

役
命
第
二
十
六
豊
中
の
「
露
役
」
を
「
青
天
井
下
即
ち
屋
根

　
　
　
　
　
　
　
第
哺
號
　
　
一
二
九
　
（
一
二
九
）



　
　
　
第
二
管
　
　
批
　
評
　
　
窪
美
晶
保
著
大
賓
曾
新
解

な
き
庭
の
仕
事
也
」
ご
説
き
、
叉
儀
制
譜
第
二
十
三
條
の

聖
目
を
「
官
人
莫
迦
威
下
面
」
ご
命
じ
た
や
う
な
、
随
分
思

ひ
き
つ
π
俗
学
も
あ
る
。
考
課
命
の
第
六
十
三
帯
域
功
異

行
の
條
下
の
新
解
に
、
異
行
の
掴
こ
し
て
、
故
乃
木
將
軍

の
金
品
を
贈
っ
て
載
死
兵
卒
の
遺
族
を
慰
籍
し
π
逸
事
を

載
せ
て
あ
る
一
事
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
解
騨
方
法
の
大
概

を
知
る
事
が
出
來
や
う
。

　
以
上
は
全
編
を
通
観
し
て
二
つ
い
た
解
挙
上
の
主
な
る

蝦
理
こ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
偲
尼
令
中
僧
綱

ご
三
綱
こ
の
鐸
義
を
混
同
し
、
職
員
分
配
巡
察
使
の
起
原

に
考
讃
を
僻
り
、
田
介
中
競
田
の
雪
下
に
講
命
備
考
の
編

成
に
陣
す
る
誤
評
を
附
載
す
る
等
其
の
他
諸
書
を
引
照
す

る
上
に
於
て
用
意
を
欠
い
て
居
る
識
な
ざ
指
摘
す
れ
ば
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
バ
ラ
ぶ
の
ン
　
　
キ
ス
ナ
ド

限
は
な
か
ら
う
○
特
に
字
句
の
傍
訓
に
、
　
殿
、
　
祓
、

バ
カ
セ
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
い
ゆ
ズ
　
　
　
　
　
コ
グ
シ
ユ
　
　
　
リ
ン
　
　
セ
キ
　
　
　
カ
　
シ
ン
ゴ
　
　
　
け
プ
ヅ
　
れ
ガ
　
ク

先
生
、
九
位
、
田
家
、
知
事
、
次
官
、
大
化
後
、
明
輝
科
、

チ
ヤ
ツ
シ
ツ
　
シ

歳
末
年
頭
使
な
ご
の
目
新
し
い
も
の
、
多
い
中
に
大
納
言

に
サ
ン
ギ
こ
の
謬
れ
る
傍
訓
を
敢
て
し
た
な
ご
は
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
一
三
〇
（
一
三
〇
）

初
學
者
を
黙
す
る
方
法
で
あ
る
ま
い
。

　
本
書
は
新
改
の
名
の
下
に
先
入
の
未
だ
企
て
ぬ
新
し
き

試
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
こ
は
い
へ
、
忌
揮
な
く
評
す
れ

ば
蝦
理
の
少
く
な
い
編
著
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
れ
も

著
者
が
霞
來
得
る
だ
け
「
初
學
を
し
て
分
算
し
易
か
ら
し

む
る
一
程
度
の
解
騨
に
焦
っ
た
結
果
で
も
あ
ら
う
し
、
又
著

渚
の
自
序
に
告
自
し
て
あ
る
如
く
、
．
本
書
は
π
や
「
蕊
蓄

の
一
部
を
濾
磯
し
」
た
一
編
著
に
外
過
ぎ
な
い
も
の
で
も

あ
ら
う
か
ら
、
こ
の
実
理
あ
る
が
爲
に
、
倉
研
究
に
於
σ

る
著
者
の
多
年
研
蟹
の
功
を
没
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

由
來
倉
の
研
究
は
專
門
導
者
の
手
に
の
み
委
ね
ら
れ
て

あ
っ
て
、
一
般
護
潔
子
に
は
顧
み
ら
れ
露
髄
態
に
あ
り
、

二
三
壁
塗
書
の
世
に
行
は
れ
て
居
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、

何
れ
も
一
部
分
の
解
繹
に
止
ま
っ
て
、
全
編
を
通
じ
把
解

届
書
は
絶
無
こ
い
っ
て
も
記
し
い
。
著
者
が
本
書
を
螢
表

す
る
に
至
っ
セ
動
機
も
、
恐
ら
く
學
界
に
於
け
る
是
等
の

閥
略
を
補
は
ん
こ
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
吾
入
は

壷



こ
の
意
味
に
於
て
著
者
の
勢
を
多
こ
す
る
ご
共
に
、
此
の

機
會
を
以
て
是
迄
隠
れ
π
る
金
の
研
究
家
で
あ
っ
た
著
者

を
學
界
に
推
奨
し
把
い
O
　
　
，

　
註
　
吉
属
部
一
式
（
令
集
解
賦
役
旧
臣
庸
物
一
三
引
）

　
　
　
古
託
云
」
問
、
逡
二
二
一
肩
、
答
、
口
耳
部
書
式
、
近
國
十
七
、
伊

　
　
　
我
伊
勢
尾
張
滲
洞
丹
波
一
日
備
前
阿
波
紹
伊
讃
妓
近
沈
三
野
若
狭
慨

　
　
　
馬
煤
川
磨
…
二
二
…
圃
∵
也
、
（
近
三
十
七
ミ
・
し
て
十
六
碕
M
國
を
聯
甲
げ
」
穴
う
け
P
、

　
　
　
伊
勢
の
下
尾
張
の
上
ド
，
志
摩
の
二
字
を
腕
・
し
顕
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
延
喜
騰
部
戦
に
に
、
山
城
大
利
河
内
和
泉
播
津
伊
賀
伊
勢
志
摩
鼠
張

　
　
　
懸
河
近
江
美
濃
著
挾
丹
波
丹
後
但
馬
岡
幡
播
磨
紅
絹
備
前
紀
W
淡
路

　
　
　
の
二
＋
二
箇
岡
冷
艶
幽
ミ
し
て
あ
ろ
）
中
國
＋
囚
、
遠
江
伊
豆
相
横

　
　
　
倍
野
越
中
酸
河
甲
斐
飛
蝿
越
薗
伯
轡
出
塞
備
中
伊
豫
備
後
國
也
、
（
延

　
　
　
喜
民
蔀
式
に
は
遠
汀
駿
海
伊
豆
甲
嚢
飛
弦
信
濃
越
前
加
一
賀
能
登
越
中

　
　
　
伯
燭
附
山
円
脂
紫
備
由
－
備
後
阿
波
讃
岐
の
十
－
山
ハ
箇
國
を
由
丁
國
寸
」
・
し
で
、
あ
∵
0
）

　
　
　
遽
固
隅
十
山
ハ
U
　
L
山
総
常
陸
湘
二
三
下
総
L
よ
野
下
野
陵
胤
入
佐
渡
囲
卸
距
搾
｝
心
旧
ハ
十
山

　
　
　
左
越
後
安
藝
長
門
隙
岐
筑
紫
也
，
（
延
蹴
ロ
民
部
式
に
は
相
模
武
藏
安
房

　
　
　
上
総
下
総
常
睦
上
野
下
野
醸
奥
出
羽
越
後
佐
渡
石
見
隠
岐
安
藝
糊
防

　
　
　
長
門
伊
換
土
佐
三
二
筑
後
豊
薄
豊
後
肥
蔽
明
後
U
向
大
隅
薩
醗
の
二

　
　
　
十
八
簡
國
及
び
隠
岐
一
一
の
二
匹
河
を
遠
國
ご
・
し
て
あ
る
）

第
二
巻
　
　
　
昨
年
の
塩
鱒
地
理
撃
界

殿
陣
の
突
學
地
理
學
環

　
　
　
　
　
　
序
盲

　
本
號
ド
於
て
特
に
此
…
欄
を
熱
鼠
ゆ
り
し
趣
旨
に
、
大
蕉
五
年
の
我
史
墨
界
弁
ぴ

　
に
地
理
墨
・
界
に
於
け
ろ
研
究
成
果
の
総
槻
に
便
ぜ
ん
、
こ
す
る
に
あ
り
。
郎

ち
過
養
年
間
の
斯
界
が
如
側
な
る
雰
藤
に
其
業
績
を
齋
、
b
こ
、
や
、
如

何
な
る
問
題
ウ
経
供
こ
解
決
窪
し
や
、
認
容
如
何
の
辮
．
勢
衝
來
ら
を
、
す

　
る
薪
歳
に
訓
示
ゼ
・
し
や
を
窺
ふ
の
栞
ミ
な
さ
ん
ご
オ
う
も
の
な
り
、
取
材

は
圭
ミ
し
て
・
昨
年
中
公
選
の
圃
害
雑
誌
新
考
等
に
現
は
れ
“
ぢ
諸
般
の

　
一
一
業
績
の
中
重
要
寒
り
ご
認
め
・
し
も
の
に
挙
り
、
識
義
講
潴
等
の
非
公

　
開
的
の
も
の
は
之
れ
二
項
ら
す
、
蒲
・
し
て
本
欄
の
記
蓮
は
是
等
論
碧
の
内

　
容
青
帽
其
主
意
の
存
す
る
ぜ
こ
ろ
を
罎
正
患
買
に
摘
錐
マ
る
に
電
き
を
置

　
き
て
、
此
等
研
究
纂
項
に
劉
す
る
批
詐
論
議
は
カ
め
て
こ
れ
を
遜
け
カ
リ
〇

　
六
・
永
欄
締
切
後
に
係
る
圭
斜
な
ろ
論
藩
の
多
少
こ
・
に
漏
れ
れ
う
も
の

　
あ
る
べ
壱
・
け
n
止
む
を
得
ざ
る
ε
こ
ろ
な
d
り
。

　
　
　
　
　
史
學
界

㎝
團
｝
昨
年
の
斯
界
は
焦
ハ
前
年
に
於
て
見
力
る
大
典
盛
儀
叉
に
醗
瀦
動
観
ド

間
す
る
論
著
の
如
き
特
に
其
年
に
於
て
頻
円
し
岩
う
も
の
窪
け
れ
こ
も
一
般

皮
三
界
及
地
理
墨
・
界
は
諸
種
の
蒲
究
口
々
叢
み
從
來
の
雑
誌
に
よ
り
諸
研
究

第
一
號

一
三
一
　
（
一
…
二
一
）


